
 

 

 

 

 

 平成２９年 
 

 

 

 第２回中央広域環境施設組合議会 

 定例会会議録 
 

 

 

     平成２９年１１月２４日 開会 

     平成２９年１１月２４日 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央広域環境施設組合 



 

- 1 - 

平成２９年第２回中央広域環境施設組合議会定例会会議録 

 

招集年月日 平成２９年１１月２４日（金曜日） 

 

招集場所 中央広域環境施設組合 中央広域環境センター管理棟２階大会議室 

 

出席議員 １７名 

  1 番  細井 英輔       2 番  塩田 智子 

  4 番  近久 善博       5 番  原田 由一  

        6 番  福岡 正       7 番  山添 純二 

        8 番  江澤 信明       9 番  稲岡 正一 

       10 番  三浦 三一      11 番  木村 松雄 

       12 番  吉田 正       13 番  松村 幸治 

       14 番  笠井 一司      15 番  髙橋 勲 

       16 番  東條 昭二      17 番  吉岡 薫 

       18 番  鈴木 幸三  

欠席議員 １名 

3 番  桒原 五男 

 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

管 理 者  藤 井 正 助    副 管 理 者  川真田 哲 哉

副 管 理 者  玉 井 孝 治    副 管 理 者  松 田 卓 男 

会計管理者  秋 山 雅 彦    監 査 委 員  柿 部 美 彦

事 務 局 長  住 友 勝 次    総 務 課 長  北 川 正 司 

 

 

職務のため会議に出席した者の職氏名 

業務課課長補佐   岡 本 泰 昌 業務課課長補佐  高 岡 寛 之   

総務課主査    小 松 真一郎 業務課主査   渡 辺 大 輔   

電気主任技術者    後 藤 田  実 総務課主事  楠 本 祐 士  

 

 

 

                     

 

 



 

- 2 - 

議事日程 

 

日程第１ 議席の指定について 

 

日程第２ 議長選挙について 

 

日程第３ 会議録署名議員の指名について 

 

日程第４ 会期の決定について 

 

日程第５ 報第２号 平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計繰越

明許費繰越計算書について 

 

日程第６ 議第７号 平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入

歳出決算認定について 

 

日程第 7 議第 8 号 中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例制定について 

 

日程第 8 議第 9 号 中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基

金条例制定について 

 

 日程第 9 議第 10 号 平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補 

      正予算（第 1 号）について 

 

 日程第 10 議第 11 号 財産の処分について 

  

 日程第 11 議第 12 号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 3 - 

午後１時３０分 開会  

 

○事務局長（住友 勝次君） 

事務局長の「住友」でございます。 

 本日は、平成２９年第２回中央広域環境施設組合議会定例会にご参集いただ

き誠にありがとうございます。議会を開く前に、ご報告いたします。 

 本日の定例会には、吉野川市議会におかれまして、議長の改選及び組合構成

議員の改選が行われましたことに伴いまして、組合議長が空席となっておりま

す。議長が選任されるまでの間は、地方自治法第１０６条の規定によりまして、

「議長が欠けたときは、副議長が議長の職務を行う」こととなっておりますの

で、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは、江澤副議長、よろしくお願いいたします。 

 

○副議長（江澤 信明君） 

皆さま、こんにちは。着席によって議事を進行させていただきます。 

 初めに報告事項がございます。吉野川市議会の桒原 五男君から欠席するとの

届出がございました。ご報告いたします。 

事務局長からの報告がありましたが、議長選が行われるまでの間、副議長の

私が議長の職務を行わせていただきます。それでは皆さん、ご協力お願い申し

上げます。それでは始めたいと思います。 

 ただいまの出席議員は、１７名（全議員数１８名）で定足数に達しておりま

す。よって、平成２９年第２回中央広域環境施設組合議会定例会は成立いたし

ました。ただいまから、平成２９年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を

開会いたします。  

  これより、本日の会議を開きます。 

  はじめに、本日の日程はお手元に配布いたしてあります日程表のとおりでご

ざいます。 

 まず、日程第１、「議席の指定」を行います。議席は、ただいま着席の議席

といたします。なお、お手元に議席表を配布しております。 

 日程第２、「議長選挙について」を議題といたします。 

 中央広域環境施設組合規約第７条第２項に基づき、「議長は、関係市町の議

会の議長の中から互選する。」となっております。ただいまより小休をいたし

ますので、休憩中に互選を行います。 

暫時小休いたします。それでは各市町の議長さん、退席お願い申し上げます。 

 

（午後１時３３分）小休 

（午後１時３５分）再開 
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○副議長（江澤 信明君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただ今、休憩中にご協議お願いしました結果、報告いたします。 

 中央広域環境施設組合議会の議長に吉野川市議会議長の細井 英輔君が互選

されましたので、ご報告申し上げます。 

 ただ今、議長に互選されました細井 英輔君が議場におられますので、会議規

則第３２条第２項の規定により告知をいたします。細井 英輔君のごあいさつを

お願いしたいと思います。 

 

○議長（細井 英輔君） 

失礼します。只今、議長に互選されました吉野川市議会の細井 英輔と申しま

す。公平公正に努めたいと思いますので、皆さんどうかよろしくお願い致しま

す。 

 

○副議長（江澤 信明君） 

ありがとうございました。 

 新議長も決まりましたので、これを持ちまして私の議長としての職務を終わ

らせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

 細井議長、よろしくお願い申し上げます。 

 議事の都合により暫時休憩します。 

 

（午後１時３６分）休憩 

（午後１時３７分）再開 

 

○議長（細井 英輔君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、日程第３、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第７３条の規定により、議長におい

て、１０番 三浦 三一 君、１８番 鈴木 幸三 君を指名いたします。 

 続きまして日程第４、「会期の決定について」を議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、本日１日限りといたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

 

【 「異議なし」と呼ぶ者あり 】 

 

○議長（細井 英輔君） 

 ご異議なしと認めます。よって本定例会の会期は、本日１日限りと決定いた
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しました。これより審議にはいります。 

 管理者より、あいさつ並びに提案理由の説明を求めます。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

 議長。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 管理者。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。本日、平成２９年第

２回中央広域環境施設組合議会定例会を招集しましたところ、組合議員各位に

おかれましては公私ともに大変お忙しい中、ご出席を賜りまして誠にありがと

うございます。厚くお礼を申し上げます。 

 また、日頃の組合運営等におきましても格段のご理解、ご協力を賜っており

ますことに重ねて厚くお礼を申し上げます。提案理由を説明させていただく前

に一言ご挨拶を申し上げます。最初に、私事でございますが本年４月１６日の

阿波市長選挙におきまして初当選させていただき、互選によりまして当組合の

管理者として就任させていただいております。今後４年間、当組合発展のため

全力で職務に取り組んでまいる所存でございますので、組合議員各位におかれ

ましてはご協力、ご支援を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 また、今回は吉野川市議会、板野町議会、上板町議会から新たに１０名の組

合議員が選出されました。更に上板町におきましては去る１０月２０日に松田 

卓男氏が新町長に就任されまして当組合の副管理者となり、初めての定例会と

なっております。何卒よろしくお願いいたします。 

 ここで、当施設の昨年度の運営状況につきましてご報告させていただきます。

平成２８年度のゴミ搬入量は３万２０４トンで前年度に比べまして１２２トン

の減少でございました。ゴミ溶融処理量は３万１,９１４トンで前年度に比べ

７１４トンの増加、１日当たりの処理量は平均９９．４トンでございました。

昨年は、台風による建物の被害や落雷による機器の破損等がございましたが、

今年は災害による被害も無く、安定した施設の稼働が継続しております。 

 今後も、周辺環境に十分配慮しながら安全・安心な施設運営に努めるととも

に、計画的かつ効率的に施設を稼働させることで、経費削減に取り組んで参る

所存でございます。 

 それでは、提案理由について、ご説明申し上げます。 

 今定例会に提出しております案件は、「平成２８年度中央広域環境施設

組合一般会計繰越明許費繰越計算書」に関する報告案件が１件、「平成２８年
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度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定」に関する案件が１件、 

「中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例」等の条例案件が２件、「平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正

予算（第１号）」の予算案件が１件、「財産の処分」に係ります案件が１件、 

「徳島県市町村総合事務組合規約の変更」に関します案件が１件の計７件でご

ざいます。 

 まず、報第２号、平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計繰越明許費

繰越計算書については、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により

まして報告するものでございます。 

 次に、議第７号、平成２８年度 中央広域環境施設組合 一般会計 歳

入歳出決算認定については、地方自治法第２３３条第２項の規定におき

まして、監査委員の審査に付しましたので、同条第３項の規定により、

議会の認定をお願いするものでございます。 

 次に、議第８号、中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例制定につきましては、児童福祉法等の一部改正によりま

して養育里親の定義の見直しや、育児休業の承認等についての特別な事情の追

加に伴いまして、中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正するものでございます。 

 次に、議第９号、中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基金

条例制定につきましては、一般廃棄物処理施設の建設及び解体に要する

経費に充てるための基金を設置するため、必要な事項を定めるものでござい

ます。 

 次に、議第１０号、平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正予

算（第１号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ、１億４,１３６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を、２３億１,６７４万５,０００円とするものでございます。 

 補正予算の主な内容は、財産売払収入と、繰越金を基金として積立させてい

ただくものでございます。 

 次に、議第１１号、財産の処分につきましては、組合財産であります

中央美化センター跡地の売り払いを行うため、地方自治法第９６条第１

項第８号及び中央広域環境施設組合議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を求め

るものでございます。 

 次に、議第１２号、徳島県市町村総合事務組合規約の変更につきまし

ては、徳島県市町村総合事務組合が共同処理する団体の追加、消防賞じ

ゅつ金等の支給対象拡充、本文と別表での異なる表記を統一する規約の

変更について、議会の議決を求めるものでございます。 
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 以上、概略を説明申し上げましたが、個々の詳細につきましては、議

事の進行に伴い、逐次ご説明なり、補足説明を申し上げて参りたいと思

いますので、十分ご審議の上、すべて原案どおり承認くださいますよう、

お願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

以上で、提案理由の説明が終わりました。 

  それでは、日程第５、報第２号「平成２８年度中央広域環境施設組合一

般会計繰越明許費繰越計算書について」を議題といたします。 

  事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

報第２号 平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計繰越明許費繰越計算

書について補足説明をさせていただきます。 

 議案書の報第２号をご覧ください。 

 本年３月の第１回定例会におきまして、平成２８年度中央広域環境施設組合

一般会計補正予算（第２号）で議決をいただきました繰越明許費につきまして、

繰越明許費繰越計算書を調整いたしましたので、地方自治法施行令第１４６条

第２項の規定により、ご報告するものでございます。 

次のページをご覧ください。 

 平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計繰越明許費繰越計算書でござい

ます。 

 ３款 衛生費、１項 清掃費、事業名 中央広域環境センターごみピット天井修

繕工事、金額３,６２８万８,０００円、 翌年度繰越額３,６２８万８,０００円、

財源内訳は、一般財源でございます。これは、中央広域環境センターごみピッ

ト天井修繕工事が繰り越しとなったものでございます。 

 なお、工事は終わりまして、工事費２，９１６万円、災害共済金は１，４４

４万９，８４２円でございました。 

 以上で報第２号、「平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計繰越明許費

繰越計算書について」の補足説明とさせていただきます。 
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○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行いま

す。ご質疑はございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

 ご質疑がないようでございますので、質疑を打ち切ります。 

 本案は、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定によります報告事項でご

ざいますので、以上で終了いたします。 

 それでは、日程第６、議第７号「平成２８年度中央広域環境施設組合一

般会計歳入歳出決算認定について」を議題といたします。 

  事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

議第７号 平成２８年度 中央広域環境施設組合 一般会計歳入歳出決算認定

について補足説明をさせていただきます。 

 議案書の議第７号をご覧ください。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定によりまして、平成２８年度中央広域環

境施設組合 一般会計 歳入歳出決算を、別冊のとおり監査委員の意見を付けて、

議会の認定をお願いするものでございます。 

 それでは、歳入歳出決算書の２Ｐ、３Ｐをご覧ください。 

 「歳入」からご説明いたします。 

１款、分担金及び負担金。予算現額２１億１，１０７万１,０００円、収入済

額２１億１，１０７万１,０００円。 

２款、使用料及び手数料。予算現額６,０９５万９,０００円、収入済額６,

２８９万４,８８０円。 

３款、財産収入。予算現額３４３万１,０００円、収入済額３４３万３,７８

９円。 

４款、繰入金。予算現額１,０００円、収入済額０円。 

５款、繰越金。予算現額６,２９２万３,０００円、収入済額６,２９２万３,
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８７９円。 

６款、諸収入。予算現額６９万円、収入済額１７８万３,９２０円。 

歳入合計としまして、予算現額２２億３,９０７万５,０００円、収入済額２

２億４,２１０万７,４６８円でございます。                                 

 続いて４Ｐ、５Ｐをお願いします。「歳出」でございます。 

１款、議会費。予算現額４２万１,０００円、支出済額３９万９,１９３円、

不用額２万１,８０７円。 

２款、総務費。予算現額８,１７６万１,０００円、支出済額７,９６９万２,

０５６円、不用額２０６万８,９４４円。 

３款、衛生費。予算現額１４億４,２０２万８,０００円、支出済額１３億２,

１２９万２,２２６円、翌年度繰越額３,６２８万８,０００円、不用額８,４４ 

４万７,７７４円。 

４款、公債費。予算現額６億４,８５０万８,０００円、支出済額６億４,８３

３万９,８２６円、不用額１６万８,１７４円。 

５款、諸支出金。予算現額６,５３５万７,０００円、支出済額６,５３５万６,

７８９円、不用額２１１円。 

６款、予備費。予算現額１００万円、支出済額０円、不用額１００万円。 

歳出合計としまして、予算現額２２億３,９０７万５,０００円、支出済額２

１億１,５０８万９０円でございます。 

６Ｐをお願いします。歳入決算額２２億４,２１０万７,４６８円、歳出決算

額２１億１,５０８万９０円、歳入歳出差引額１億２,７０２万７,３７８円でご

ざいます。 

 続きまして、８Ｐ、９Ｐをお願いします。「事項別明細書」の「歳入」でご

ざいます。 

 １款１項１目、負担金。予算現額２１億１,１０７万１,０００円、収入済額    

２１億１,１０７万１,０００円。各構成市町の内訳は、備考欄に明記されてい

ますとおり、吉野川市が、８億５,９５０万５,０００円、阿波市が、７億５,

０２４万５,０００円、板野町が、２億７,２０６万１,０００円、上板町が、２

億２,９２６万円でございます。 

 ２款１項１目、衛生手数料。予算現額６,０９５万９,０００円、収入済額  

６,２８９万４,８８０円。一般廃棄物ごみ収集許可業者が当環境センターにご

みを搬入する時に納めていただく処理手数料で、現在は、搬入量１ｔ当たり６,

４８０円でございます。 

 ３款１項１目、財産貸付収入。予算現額５９万９,０００円、収入済額５９万

９,８６８円。これは、中央美化センター跡地の貸付収入でございます。 

 同款同項２目、利子及び配当金。予算現額１０万８,０００円、収入済額１０

万９,０３３円。これは、財政調整基金の利子でございます。 
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 同款２項１目、不動産売払収入。予算現額２７２万４,０００円、収入済額  

２７２万４,８８８円。これは、中央美化センター跡地の一部を売り払った収入

でございます。 

 ４款１項１目、財政調整基金繰入金。予算現額１,０００円、収入済額０円。 

   １０Ｐ､１１Ｐページに移りまして、 

 ５款１項１目、繰越金。予算現額６，２９２万３,０００円、収入済額６，２

９２万３,８７９円。前年度からの繰越金でございます。 

 ６款１項１目、預金利子。予算現額１万円、収入済額８万５,７７３円。歳計

現金の預金利子でございます。 

 同款２項１目、雑入。予算現額６８万円、収入済額１６９万８,１４７円。内

訳は、備考欄にございます。主なものとしまして、下から２項目の副産物売払

収入が、１２２万４,４６７円、次の資源化物売払収入が２４万４，３１０円で

ございます。 

 以上、歳入の収入額合計が、２２億４,２１０万７,４６８円でございます。 

 続きまして、歳出について、ご説明させていただきます。 

 １２Ｐ、１３Ｐをお願いします。 

 １款１項１目、議会費。予算現額４２万１,０００円、支出済額３９万９,１

９３円。主に議員報酬でございます。 

 ２款１項１目、一般管理費。予算現額８,１３８万５,０００円、支出済額７,

９４４万３１６円、不用額１９４万４,６８４円でございます。職員給与、負担

金などの人件費でございます。 

 続きまして１４、１５Ｐをお願いします。 

 ２款２項１目、監査委員費。予算現額３７万６,０００円、支出済額２５万１,

７４０円。主に監査委員の報酬でございます。 

 １６、１７Ｐをお願いします。 

 ３款１項１目、塵芥処理費。予算現額１４億４,２０２万８,０００円、支出

済額１３億２,１２９万２,２２６円、繰越明許費３,６２８万８,０００円、不

用額８,４４４万７,７７４円でございます。支出額が大きい項目といたしまし

て、１１節、需用費。予算現額５億９,４４０万８,０００円、支出済額５億２,

３８８万３８０円、不用額７,０５２万７,６２０円でございます。不用額は、

原油価格の下落による LNG 単価の下落や電気料金の値下げによるものでござい

ます。 

 １３節、委託料。予算現額８億４１３万５,０００円、支出済額７億９,１４

８万８,８２５円、不用額１,２６４万６,１７５円でございます。委託業務とし

ましては、備考欄にございますとおり、環境センターの運転・整備・環境調査・

副産物運搬・リサイクル処理などでございます。 

 １８、１９Ｐをお願いします。 
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 ４款１項、公債費。予算現額６億４,８５０万８,０００円、支出済額６億４,

８３３万９,８２６円、不用額１６万８,１７４円。施設建設時の財政融資資金

貸付金の平成２８年度分の償還金でございます。元利均等償還のため、償還額

は、前年度と同額でございます。   

 続きまして、５款１項１目、基金費。予算現額３４３万４,０００円、支出済

額３４３万３,７８９円、不用額２１１円。これは中央美化センター跡地の賃貸

料、一部売払収入、基金の利子を積み立てたものでございます。 

 同款２項１目、還付金。予算現額６,１９２万３,０００円、支出済額６,１９

２万３,０００円、不用額０円。これは、平成２７年度決算において発生した剰

余金を構成市町に還付をさせていただいたものでございます。 

６款１項１目、予備費の実績はございません。 

 以上、歳出の支出額合計が、支出済額２１億１,５０８万９０円でございます。 

 次に２０Ｐをお願いします。 

 「実質収支に関する調書」でございますが、１ 歳入総額２２億４,２１０万

７,４６８円、２ 歳出総額２１億１,５０８万９０円、３ 歳入歳出差引額１億

２,７０２万７,３７８円、４ 翌年度へ繰り越すべき財源、(2)繰越明許費繰越

額３,６２８万８,０００円、５ 実質収支額９,０７３万９,３７８円、６ 地方

自治法の規定による基金繰入金はありません。 

 ２２、２３Ｐをお願いします。 

 「財産に関する調書」でございますが、１.公有財産の土地に変動がありまし

た。中央美化センター跡地の一部売り払いにより、減少しています。２.物品は、

平成２８年度中の変動はございません。３．基金は、中央美化センター跡地の

賃貸料５９万９,８６８円、中央美化センター跡地の一部売り払い収入２７２万

４,８８８円、「財政調整基金利子」１０万９，０３３円の増により決算年度末

現在で、３億１,２６７万５,６６０円でございます。 

  ２４、２５Ｐの「主要な施策の成果に関する説明書」ですが、ご覧のとおり

となっています。新たな施策はなく、例年どおりの事業を一般財源において実

施しています。 

 以上で、平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定につ

いての補足説明とさせていただきます。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、議第７号「平成２８年度中央広域

環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定について」は事前に監査を受けており

ます。柿部代表監査委員に監査の報告を求めます。 
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○代表監査委員（柿部 美彦君） 

 議長。柿部監査委員。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 柿部監査委員。 

 

○代表監査委員（柿部 美彦君） 

平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算及び審査１件につ

いて地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により審査に付

された平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算書類その他政

令で定める書類並びに基金の運用状況を示す書類について、稲岡監査委員とと

もに審査した結果をご報告いたします。 

 意見書の１ページをご覧下さい。 

 審査の期間は、平成２９年７月２５日から２８日までで管理者から審査に付

された一般会計歳入歳出決算書並びに付属書類現金出納保管状況調書及び基金

の運用状況調書が平成２８年度の財政状態を一斉に表示しかつ正確に記録され

ているか否かを検証するために、関係帳簿及び証拠書類と照合し必要に応じて

決算資料の提出を求めるとともに、関係職員の説明を聴取し、併せて平成２８

年度に実施いたしました定期監査及び出納検査の結果も考慮に入れて審査を行

いました。その結果、一般会計歳入歳出決算書及び付属書類は適正に調整され

誤りもなく、決算における提出は正確で内容も正確であると認められました。 

 また、予算の執行及び関連する事務処理は適正に行われているものと認めら

れました。決算規模、財政運営及び決算状況の収支、前年度決算の数字を含め

１ページの中段以降に記載をしております。 

 平成２８年度における一般会計の決算額は歳入が２２億４,２１０万７,４６

８円。歳出は２１億１,５０８万９０円で、歳入は前年度を５,５７９万２,６７

８円増加いたしました。歳出は前年度より８３１万８２１円減少しております。

これに伴いまして、歳入歳出差引額が前年度決算額より６,４１０万３,４９９

円、１億２,７０２万７,３７８円となっておりますが、この内３,６２８万８,

０００円は冒頭で事務局からご説明がありましたように繰越明許費、実質収支

は９,０７３万９,３７８円でございます。この額が平成２９年度に繰り越され、

経常収支比率は前年度より３．２％下がりまして９３．９％となっております。 

 地方債は年間、現在６億４,８３３万９,８２６円を元利均等償還しておりま

して、平成２８年度末の現在高は１７億９,７３３万４,６１９円であります。

年間６億５,０００万円近い償還額は平成３０年度まで続きまして、平成３２年

度には償還が完了いたします。 

 一番下の段の決算収支の状況では、実質収支、単年度収支ともに黒字になっ
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たため、実質、単年度収支も黒字になっております。 

 ２ページから６ページには歳入歳出決算額の分析結果を記載しておりますの

で、ご高覧賜りたいと思います。 

 総合意見を述べさせていただきますので、意見書の７ページをお開き下さい。 

 平成２８年度中央広域環境施設組合の決算状況は、歳入は前年度に比べ５,

５７９万２,６７８円多い、２２億４,２１０万７,４６８円となっております。

これは年次計画で実施しております整備委託料増加等に伴う構成自治体からの分担金

増加や、ゴミ処理経費不用額増加に伴う繰越金の増加が主な要因でございます。 

 歳出は前年度に比べると８３１万８２１円少ない２１億１,５０８万９０円

となっております。これは繰越金増加に伴いまして構成自治体への還付金や整

備委託料、落雷に伴います機械設備補修費等が増加した反面、職員減に伴う人

件費や原油価格下落に伴いますＬＮＧ購入費、ＰＣＢを含むトランス処理経費

等の物件費が大きく減少したことなどが主な要因であります。 

 燃料費の大部分を占めるＬＮＧについては、エネルギー管理による省エネ対

策として、平成２１年度から炉全体の温度管理をブロック管理に変更して、温

度を平準化することによりＬＮＧ及び酸素の噴射注入量を低減するとともに、

スラグを円滑に排出する高温反応炉均質化炉バーナーのＬＮＧ使用量を可能な

限り削減しております。 

 平成２８年度もこの手法を継続して、1t あたりのゴミ処理に要するＬＮＧ使

用量は、０.０５１９tと昨年度よりわずかながら減少しております。また、料

金は貿易統計価格が大幅に下落したため、1t あたりのＬＮＧ単価は平成２７年

度の５,５１７円に対し、平成２８年度は３,３７７円と２,１４０円/t 抑制す

ることができております。 

 電気料金についても、長期連続運転を実施することによりまして、使用電力

量を平準化するなど効率的な電力使用に努めると共に、原油価格の下落による

電気料金の値下げにより 1t あたりの単価は平成２８年度の７,７２１円に対

し、平成２８年度は７,０９１円と６３０円抑制できております。 

 これらの要因により、トータルでは 1t あたりのごみ処理単価は、平成２７年

度の４万３,７７９円に対し、平成２８年度は４万１,４０１円と２,３７８円抑

制できている。 

  ただ、抑制に貢献したのは電気料金とＬＮＧ価格の下落という外的な要因で

あり、今後とも原油価格の変動等に注意するとともに、引き続き省エネ対策を

推進する必要がございます。また、薬品や消耗器材等の経常経費につきまして

も、可能な限り抑制しなければなりません。 

 今後の財政運営にあたっては、歳入関係については、適正な額の予算化、適

時の調定、納付期限内の収納及び速やかな現金収納手続きなど、適正な事務処

理が確保されるよう努めること。 溶融スラグは、安定した取引先が確保されつ
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つあるので、取り組みを継続していただきたいと思います。 

 歳出関係については、限られた財源を効率的・効果的に活用できるよう、あ

らゆる支出の必要性と金額の妥当性を検証していただき、適切な執行に努める

ことが必要である。 

 この施設は平成 17 年 8 月 1 日の稼働以来 13 年目を迎え、機械設備の経年劣

化が進行しており保守点検と適切な補修に努めなければなりません。また、今

後のごみ処理施設についても方針を示さなければならない時期にさしかかって

おります。処理方法や費用、必要な財源について中央広域環境施設組合と構成

自治体が互いに知恵を出し合いながら、協力して検討に入っていただきたい。 

 当組合を構成する自治体の財政状況も逼迫している。構成自治体には、今後

ともごみの減量化に努めていただき、中央広域環境施設組合には、なおいっそ

う処理経費の削減に努めるよう期待いたしまして決算審査意見書といたしま

す。 

 

○議長（細井 英輔君） 

以上で、補足説明及び監査の報告が終わりました。 

 これより本案に対する質疑を行います。ご質疑はございませんか。 

  

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、ただちに採決いたしま

す。お諮りいたします。 

 議第７号「平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定に

ついて」、認定することにご異議ございませんか。 

  

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、議第７号「平成２８年度中央広域環境施設組合一般会計歳入歳出決

算認定について」は、これを認定する事に決定いたしました。 

 続きまして日程第７、議第８号「中央広域環境施設組合職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例制定について」を議題といたします。 

 事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 
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 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

議第８号 中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例制定について補足説明をさせていただきます。 

 議案書の議第８号をご覧ください。 

 今回の改正につきましては、児童福祉法等の一部を改正する法律の施行及び

人事院規則改正に伴いまして、所要の改正を行うものでございます。 

  主な改正内容は２点ございます。 

１点目としまして、養育里親の定義について、第６条の４第２項から第６条

の４第１号へ改正が行われたことにより、改正を行うものでございます。 

２点目としまして、地方公務員の育児休業等に関する法律において、条例で

定める特別の事情が３項目ございますが、それぞれの項目について、いわゆる

待機児童の状況にある場合に認定されることとなる事情を追加するものでござ

います。 

  附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で補足説明を終わります。ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、ただちに採決いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

  議第８号「中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例制定について」は、原案のとおり決定することにご異議ございませ

んか。 

 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 
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○議長（細井 英輔君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、議第８号「中央広域環境施設組合職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例制定について」は、原案のとおり可決されました。 

 続きまして日程第８、議第９号「中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設

整備基金条例制定について」を議題といたします。 

 事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

日程第８議第９号 中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基金条例

制定について補足説明をさせていただきます。 

 議案書の議第９号をご覧ください。 

 本条例は、一般廃棄物処理施設の建設及び解体に要する経費に充てる

ための基金を設置するために、必要な事項を定めるものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１条は、基金の設置とその目的について規定しております。 

 第２条から第５条については、基金の積み立て、管理、運用益金の処理、繰

替運用についての規定であります。 

 第６条は、一般廃棄物処理施設整備に充てるための処分についての規定とな

っております。 

   第７条は、委任についての規定となっております。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で補足説明を終わります。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 

 

○１３番（松村 幸治君） 

 議長。 
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○議長（細井 英輔君） 

 １３番 松村議員。 

 

○１３番（松村 幸治君） 

組合議会議員の阿波市の松村でございます。 

 この中央広域環境センターの運営が、今年８月で１３年目を迎えております。

覚書や協定書に提示されている稼働期限２０年が近づいております。新施設に

ついて、他の構成市町に受け入れていただきたいと、まず申し上げてその中で

新施設建設に向けた候補地の状況、また取組についてどうなっているかという

ことをお伺いしたい。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

 議長。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 管理者。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

松村議員のご質問の新施設建設に向けた候補地の状況及び取組状況につい

て、当センターは正式稼働開始から本年８月をもって１２年を経過し、１３年

目に入っております。 

この間、大きな機器の故障もなく、安定稼働を計り現在に至っております。

稼働期限の２０年につきまして構成市町において充分認識していただいており

ます。周辺地域の方々とお約束しております覚書、協定書を遵守するため、今

回新施設建設に向けた中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基金条例

の制定を提案させていただきました。 

 また、本年１０月より幹事会、課長会において新施設に関する協議を開始し

たところです。 

 以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○１３番（松村 幸治君） 

 議長。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 １３番 松村議員。 
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○１３番（松村 幸治君） 

只今、管理者からのご答弁で、幹事会、課長会において新施設に関する協議

を開始したという事でございました。 

今回の組合議会を機に各組合市町にお持ち帰りいただきまして候補地の選定

等に、よりスピード感を持って取り組んでいただきたいとお願いいたしたい。

阿波市、特に土成町、吉野町はここ１２年間、住民が頑張って参りました。こ

れをまた要望いたします。以上です。 

 

○議長（細井 英輔君） 

他にご質疑ございませんか。 

 

○６番（福岡 正君） 

 はい、議長。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 ６番 福岡議員。 

 

○６番（福岡 正君） 

基金の２条で、基金として積み立てる額は一般予算で定めると書かれている

が、目安としてどれくらいになるのですか。 

 

○事務局長（住友 勝次君） 

 はい。事務局長 住友。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 住友事務局長。 

 

○事務局長（住友 勝次君） 

額につきましては、まだ確定しておりません。というのは、当然、規模によ

りましてどのような施設を作るのか、今は溶融炉でございますが、ストーカー

方式など色んな方式がございます。そういった所で徐々に積み立てていく、今

年に限っては繰越金を積んでいくという方向で、させていただいております。 

 以上で答弁とさせていただきます。 

 

○６番（福岡 正君） 

 はい。議長。 
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○議長（細井 英輔君） 

 ６番 福岡議員。 

 

○６番（福岡 正君） 

今のところは基金に積む金額、目標が定かではないということでありますが、

溶融炉にするか、ストーカー方式にするかによって建設費も維持管理費も大き

な金額の差が出てくると思いますので、条例を作る前にそのような目安もきっ

ちり決めて、目標が定まっていないのに、ただこのような条例を作るよりも、

先にどのようなものを作るかを議論して、目標をきちんと決めてから基金条例

を作る。それが望ましいと思うがどうでしょうか。もう６、７年しかない。２

０年しかこの施設は使えない。ですから、そのような事も含めて考えてしてい

かなければと思う。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

 はい。議長。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 管理者。 

 

○管理者（藤井 正助君） 

福岡議員の質問にお答えしたいと思います。 

 先ほど、松村議員の質問にもお答えしましたように、２０年というお約束、

そして現在１３年目を迎えたということで、期限まで後７年ということでござ

いまして、福岡議員からのご指摘は方式を定めてからというご意見でございま

したが、先ほど申しましたように１０月から候補地の選定をしていただく、そ

の中で順次方式についても定めていきたい。そして基金については、財政事情

もございますが、出来るだけ長い間で平準化して目的の基金を積んでいきたい

ということで今回提案させていただきましたので、ご了承の程、よろしくお願

いします。以上です。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 その他にご質疑ございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

お諮りいたします。 
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  議第９号「中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基金条例制定につ

いて」は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、議第９号「中央広域環境施設組合一般廃棄物処理施設整備基金条例

制定について」は、原案のとおり可決されました。 

 続きまして日程第９、議第１０号「平成２９年度中央広域環境施設組合一般

会計補正予算（第１号）について」を議題といたします。 

  事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

議第１０号 平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算（第１号）

について補足説明をさせていただきます。 

 議第１０号の補正予算書（第１号）の１Ｐをご覧ください。 

 平成２９年度中央広域環境施設組合の一般会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによるものでございます。  

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億４,１３６万１,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３億１,６７４万

５,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでござ

います。 

 ２Ｐをご覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳入についてでございます。 

 ３款１項、財産運用収入。補正前の額３１万４、０００円、補正額５万６、

０００円の増、補正後の額３７万円。 

 同款２項 、財産売払収入。補正前の額１、０００円、補正額５,１５６万６、

０００円の増、補正後の額５,１５６万７、０００円。 
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 ５款１項、繰越金。補正前の額１００万円、補正額８,９７３万９、０００円

の増、補正後の額９,０７３万９、０００円。 

 歳入合計といたしまして、補正前の額２１億７,５３８万４、０００円、補正

額１億４,１３６万１、０００円の増、補正後の額２３億１,６７４万５、００

０円でございます。 

 続きまして３ページ、歳出でございます。 

 ２款１項、総務管理費。補正前の額８,３５１万円、補正額１４万９、０００

円の減、補正後の額８,３３６万１、０００円。 

 ５款１項、基金費。補正前の額１６万６,０００円、補正額１億４,１５１万

円の増、補正後の額１億４,１６７万６,０００円。 

 歳出合計といたしまして、補正前の額２１億７,５３８万４,０００円、補正

額１億４,１３６万１,０００円の増、補正後の額２３億１,６７４万５,０００

円でございます。 

 １０Ｐ、１１Ｐをお願いします。事項別明細書の歳入について、ご説明させ

ていただきます。 

 ３款１項１目、財産貸付収入。補正前の額１４万９,０００円、補正額          

５万１,０００円の増、補正後の額２０万円。中央美化センター跡地貸付収入で

ございます。 

 同款同項２目、利子及び配当金。補正前の額１６万５,０００円、補正額        

５,０００円の増、補正後の額１７万円。旧７町村分財政調整基金利子でござい

ます。 

 同款２項１目、財産売払収入。補正前の額１,０００円、補正額５,１５６万

６、０００円の増、補正後の額５,１５６万７,０００円。中央美化センター跡

地の売り払い収入でございます。 

 ５款１項１目、繰越金。補正前の額１００万円、補正額８,９７３万９,００

０円の増、補正後の額９,０７３万９,０００円。平成２８年度決算による剰余

金を、繰越金として平成２９年度の歳入とさせていただくものでございます。 

 １２Ｐ、１３Ｐをお願いします。歳出についてでございます。 

 ２款１項２目、財産管理費。補正前の額１４万９,０００円、補正額       

１４万９,０００円の減、補正後の額０円。１２節の役務費でございますが、手

数料の不用額を５款１項１目基金費の財源とするために減額させていただくも

のでございます。 

 ５款１項１目、基金費。補正前の額１６万６,０００円、補正額１億４,１５

１万円の増、補正後の額１億４,１６７万６,０００円。２５節の積立金内訳で

ございますが、旧７町村分財政調整基金積立金５,１７７万１,０００円、一般

廃棄物処理施設整備基金積立金８,９７３万９,０００円でございます。 

 以上で、議第１０号「平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算
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（第１号）」についての説明とさせていただきます。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、ただちに採決いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

  議第１０号「平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算（第１号）

について」は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、議第１０号「平成２９年度中央広域環境施設組合一般会計補正予算

（第１号）について」は、原案のとおり可決されました。 

 続きまして日程第１０、議第１１号「財産の処分について」を議題といたし

ます。事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

日程第１０ 議第１１号 財産の処分について補足説明をさせていただきま

す。議案書の議第１１号をご覧ください。 

 財産の処分について、地方自治法第９６条第１項第８号及び中央広域環境施

設組合議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条

の規定により議会の議決を求めるものでございます。 
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 処分する財産でございます。 

１ 物件の表示 吉野川市川島町桒村字新池尻６０７番２３ 

２ 地目    宅地 

３ 面積    １７,７８１.６７㎡ 

４ 売払金額  ５,１５６万６,８４３円 

５ 相手方   吉野川市鴨島町鴨島１１５番地１ 

        吉野川市 吉野川市長 川真田哲哉 

 昨年１０月の幹事会におきまして、吉野川市から中央美化センター跡地を屋

外運動場用地として利用したい旨の申し出がございました。その後、譲渡の条

件について構成市町で協議してまいりました。土地の鑑定金額は、吉野川市と

組合それぞれが別の鑑定業者に依頼した結果、吉野川市が１㎡あたり２,８００

円、組合が１㎡あたり３,０００円でございました。構成市町で協議した結果、

１㎡あたり２,９００円を譲渡金額とすることとなりました。 

 今年の２月に正式に土地の譲渡願の提出があり、８月１０日に土地売買仮契

約を結んだ状況でございます。この仮契約は、組合議会の議決と吉野川市議会

の議決をもって本契約となるものでございます。以上で補足説明を終わります。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、ただちに採決いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

  議第１１号「財産の処分について」は、原案のとおり決定することにご異議

ございませんか。 

 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

異議なしと認めます。 

 よって、議第１１号「財産の処分について」は、原案のとおり可決されまし

た。 
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 続きまして日程第１１、議第１２号「徳島県市町村総合事務組合規約の変更

について」を議題といたします。 

 事務局の補足説明を求めます。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

 議長。総務課長 北川。 

 

○議長（細井 英輔君） 

 北川総務課長。 

 

○総務課長（北川 正司君） 

日程第１１ 議第１２号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について補

足説明をさせていただきます。議案書の議第１２号をご覧ください。 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により徳島県市町村総合事務組合規約の

一部を次のとおり変更することについて、同法第２９０条の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

  主な変更としまして、非常勤の水防団員の公務災害補償に係る事務及び消防

吏員の消防賞じゅつ金等に係る事務について、５市町から共同処理の依頼があ

ったため、別表第２中にそれぞれ共同処理する団体として追加する。また、本

変更に併せて消防賞じゅつ金等の支給対象を拡充し、さらに、本文と別表で異

なる表記になっていた箇所を統一するものでございます。 

   施行日は平成３０年４月１日でございます。以上で補足説明を終わります。 

  ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

○議長（細井 英輔君） 

ただ今、事務局より説明がありましたが、これより本案に対する質疑を行い

ます。ご質疑はございませんか。 

 

[「質疑なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、ただちに採決いたしま

す。 

 お諮りいたします。 

  議第１２号「徳島県市町村総合事務組合規約の変更について」は、原案のと

おり決定することにご異議ございませんか。 
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[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

 

○議長（細井 英輔君） 

ご異議なしと認めます。 

 よって、議第１２号「徳島県市町村総合事務組合規約の変更について」は、

原案のとおり可決されました。 

 以上で、本定例会に付された事案は、全て終了しました。 

 これをもちまして、平成２９年第２回中央広域環境施設組合議会定例会を閉

会します。 

 

午後２時３５分 閉会  
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以上の会議録は事務局長の記載したものであり、その内容については大要に

おいて正確であることを認め、ここに署名する。 
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